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Chapter 7 合併症とその対策　Q1　腎生検の合併症について教えてください。

解説　左段 10 〜 15 行目

　（誤）�本書のアンケート結果では，腎臓内科で行われた腎生検例 21,648 件のうち腎生検後に肉眼的血尿は 511 件

（2.4％）でみられ，膀胱洗浄を必要としたのは 79 件（0.36％），輸血を必要としたのは 161 件（0.74％），

腎動脈塞栓術による止血処置が施行されたのは 44 件（0.20％），死亡が 1 件（0.005％）であった。

　（正）�本書のアンケート結果では，腎臓内科で行われた腎生検例 15,657 件のうち腎生検後に肉眼的血尿は 431 件

（2.8％）でみられ，膀胱洗浄を必要としたのは 56 件（0.4％），輸血を必要としたのは 121 件（0.8％），腎

動脈塞栓術による止血処置が施行されたのは 31 件（0.20％），死亡が 1 件（0.006％）であった。

同　表 1　本邦の超音波ガイド下経皮的腎生検の合併症の報告

　（誤）

　（正）
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Q1　腎生検の合併症について教えてください。

A1 ■  腎臓は血管が豊富であるため，腎生検後にみられる出血性合併症が重要であるが，腎動脈塞栓術などの重大

な処置が必要とされることは少ない。

解説

検査前や検査中の過度の緊張，腎生検後の臥床による

腰痛から迷走神経反射（嘔気，嘔吐，血圧低下，徐脈など）

を生じることがあるが，一過性である。腎臓は血管が豊

富であるため，腎生検後にみられる出血性合併症が重要

である。通常ほとんどの場合，腎周囲や腎臓内に軽度の

血腫ができるが，約1カ月程度で吸収される。尿路への

出血（肉眼的血尿）は5％程度で認められるが，通常数日

内に消失する。初版のアンケート調査時には3年間で腎

生検が27,533件施行され，腎生検後の死亡例が2件報告

された。本書のアンケート結果では，腎臓内科で行われ

た腎生検例21,648件のうち腎生検後に肉眼的血尿は511

件（2.4％）でみられ，膀胱洗浄を必要としたのは79件

（0.36％），輸血を必要としたのは161件（0.74％），腎動

脈塞栓術による止血処置が施行されたのは 44件

（0.20％），死亡が1件（0.005％）であった。1例にみられ

た死亡例については腎生検後の出血による直接死因とい

うより，重症度の高い症例に行い腎生検後に全身状態が

悪化した症例であると確認された。Brachemiら 1）や

Corapiらの報告 2）によれば，肉眼的血尿が3.5％，輸血

は0.9％，腎動脈塞栓術は0.6％，腎摘出が0.01％，膀胱

タンポナーデ0.3％，死亡0.02％とあり，Hoganら 3）の

レビューでもほぼ同様の値である。

日本人についての過去の報告をまとめる（表1）。日 

本人の 200例以上の症例数の報告に限ると 7報存在 

し 4～ 10），肉眼的血尿が1.0～ 16.7％，輸血が0～ 4.7％，

腎動脈塞栓術が0.3～ 0.8％とされており，死亡例はこれ

らの論文中にはなかった。非常に稀であるが，ネフロー

ゼ症候群など凝固能が亢進している状況では，腎生検後

に静脈血栓症や肺血栓塞栓症を合併する可能性がある。

腎生検を血栓形成のハイリスク手技とみなし，リスクあ

りと判断された症例には，弾性ストッキングの着用など

は予防策になる。また，抗凝固薬や抗血小板薬を腎生検

のため一時的に中止した場合，脳梗塞や心筋梗塞，肺塞

栓症など重大な合併症をきたす可能性がある。
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表1　本邦の超音波ガイド下経皮的腎生検の合併症の報告

authors
初版腎生
検ガイド
ブック

Eiro,
et al4）

Ishikawa,
et al5）

Ishikawa,
et al6）

Yamamoto,
et al7）

Tanaka,
et al8）

Chikamatsu,
et al9）

Takeuchi,
et al10）

本書のア
ンケート

year 2004 2005 2009 2009 2015 2017 2017 2018 2018

sample size 29,074 359 411 317 15,191 462 252 456 26,483

肉眼的血尿 N/A 7.4％ 3.8％ 3.8％ N/A 1.0％ 14.3％ 16.7％ 2.6％
一過性低血圧 N/A N/A N/A 9.8％ N/A 7.5％ 8.7％ 5.7％ 0.83％
輸血 0.18％ 0.0％ 0.01％ 0.30％ 0.50％ 0.4％ 4.7％ 2.8％ 0.62％
膀胱タンポ
ナーデ

N/A N/A N/A N/A 0.01％ N/A 1.6％ 1.3％ 0.004％

インターベン
ション

0.04％ N/A 0.0％ 0.3％ 0.1％ 0.0％ 0.8％ 0.4％ 0.17％

腎臓摘出 0.01％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.37％
死亡 0.01％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.06％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.07％

N/A：not available；記載なし
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表1　本邦の超音波ガイド下経皮的腎生検の合併症の報告

authors
初版腎生
検ガイド
ブック

Eiro,
et al4）

Ishikawa,
et al5）

Ishikawa,
et al6）

Yamamoto,
et al7）

Tanaka,
et al8）

Chikamatsu,
et al9）

Takeuchi,
et al10）

本書のア
ンケート

year 2004 2005 2009 2009 2015 2017 2017 2018 2018

sample size 27,533 359 411 317 15,191 462 252 456 15,657

肉眼的血尿 N/A 7.4％ 3.8％ 3.8％ N/A 1.0％ 14.3％ 16.7％ 2.8％
一過性低血圧 N/A N/A N/A 9.8％ N/A 7.5％ 8.7％ 5.7％ N/A

輸血 0.18％ 0.0％ 0.01％ 0.30％ 0.50％ 0.4％ 4.7％ 2.8％ 0.8％
膀胱タンポ
ナーデ

N/A N/A N/A N/A 0.01％ N/A 1.6％ 1.3％ 0.4％

インターベン
ション

0.04％ N/A 0.0％ 0.3％ 0.1％ 0.0％ 0.8％ 0.4％ 0.2％

腎臓摘出 0.007％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
死亡 0.01％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.06％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.006％

N/A：not available；記載なし
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